
































正解・解答例 
 

教科・科目名 総合（前期日程試験：２０２３年度） 1／6 問題番号 S１ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
情報学部（行動情報学科） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 
配点 25%，50 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 1 
(1)：(H)   

60 番目と 61 番目の日別データの平均値が中央値となる。各階級の累積度数

を算出すると，中央値が含まれる階級は(H) 8.6 以上 9.6 未満である。 

 

(2)：(C) 

30 番目と 31 番目の日別データの平均値が第一四分位数となる。各階級の累

積度数を算出すると，第 1 四分位数が含まれる階級は(C) 3.6 以上 4.6 未満であ

る。 

 

(3)：(I) 

90 番目と 91 番目の日別データの平均値が第三四分位数となる。各階級の累

積度数を算出すると，第 3 四分位数が含まれる階級は(I) 9.6 以上 10.6 未満であ

る。 

 
問 2. 
(1) 相関係数 r は，標準偏差を , , 共分散を とすると， 

= ×⁄      [1] 

で求めることができる。 

したがって，表 1-1，表 1-2，表 1-3 のデータを用いて，コーヒー飲料等（COLD）

の日別データと平均気温データの各区間の相関係数を計算すると，次のように

なる。 

 区間①： 2.03 / (1.10×2.60) = 0.709 → 0.71 

 区間②： 3.91 / (1.83×2.76) = 0.774 → 0.77 

区間③： －1.43 / (0.69×2.90) = －0.714 → －0.71 
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正解・解答例 
 

教科・科目名 総合（前期日程試験：２０２３年度） 2／6 問題番号 S１ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
情報学部（行動情報学科） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 
配点 25%，50 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 2 
(2) 解答例は，以下の通りである。 
 区間①では平均気温が上昇するにつれて，コーヒー飲料等(COLD)の日別デ

ータが緩やかに上昇する。 
 区間②でも平均気温が上昇するにつれて，コーヒー飲料等(COLD)の日別デ

ータが上昇するが，区間①に比べてその傾きが大きい。 
 区間③では平均気温が上昇するにつれて，コーヒー飲料等(COLD)の日別デ

ータが下降する。 
 
問 3  
(1) 標本平均を ̅，標本標準偏差を とすると，標本が十分に大きいため，母

平均μの 95%信頼区間は， 

 ̅ − 1.96 ×  ≦ μ ≦ ̅ + 1.96 ×   [2] 

で求めることができる。 
 したがって，次のようになる。 

7.37 − (1.96 × 2.53)/ √100 ≦ μ ≦ 7.37 + (1.96 × 2.53)/ √100 
6.87 ≦ μ ≦ 7.87 

 
(2) 求めたい標本の大きさを  とすると，問 3(1)の[2]式より，母平均の

95%信頼区間の幅を 0.5 以下とするには， 

 2 × 1.96 × .  ≦ 0.5 

となる  を求めればよい。 

 2 × 1.96 × 2.53/ √ ′ ≦ 0.5 
 √ ′  ≧ 2 × 1.96 × 2.53 /0.5 =  19.8352 
 ′  ≧19.8352 = 393.435159 
 したがって，標本の大きさは 394 以上とすればよい。 
 
 

 1-64 



正解・解答例 
 

教科・科目名 総合（前期日程試験：２０２３年度） 3／6 問題番号 S１ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
情報学部（行動情報学科） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 
配点 25％ 50 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問１ 
 
 再現率は，TP/(TP+FN)なので，42 / (42 + 8) = 0.84 
 適合率は，TP/(TP+FP)なので，42 / (42 + 38) = 0.525 
 正解率は，(TP + TN) / (TP + FN + FP + TN)なので， 
      (42 + 362) / (42 + 8 + 38 + 362) = 0.89777... ≒ 0.898 
 
問２ 
 
 確率変数 Y が二項分布 B(n, p)に従うとき， 
 平均 E(Y) = np，分散 V(Y) = npq (ただし，q = 1 － p)である。 
 今，p = 0.84 なので，二項分布は B(100, 0.84)。 
 従って，k の平均と分散は， 
  平均 E(Y) = 100 × 0.84 = 84 
  分散 V(Y) = 100 × 0.84 × 0.16 = 13.44 
 
問 3 
 
 2 カ所で「危険 X あり」と警告される数を Z とすると，Z の取り得る値は 0，
1，2。 
 それぞれの場所では，「危険 X がある場合」と「危険 X がない場合」の二通り

で，「危険 X あり」と警告される確率が異なる。 
 「危険 X がある場合」に「危険 X あり」と警告される確率は，42 / (42+8) = 
0.84 
 「危険 X がない場合」に「危険 X あり」と警告される確率は，38 / (38+362) 
= 0.095 
 それぞれの場所で，本当に「危険 X」があるかないかのパターンは， 
 「あり，あり」「あり，なし」「なし，あり」「なし，なし」の 4 パターン。 
 また，危険 X は全体の 10％の場所で生じるので，言い換えると，危険 X があ

るかどうか分からない場所に危険 X がある確率は 0.1。 
 それぞれのパターンで，Z が 0，1，2 を取る確率を計算すると， 
 
 「あり，あり」 
   Z=0 0.16 × 0.1 × 0.16 × 0.1 ＝ 0.000256 
   Z=1 0.84 × 0.1 × 0.16 × 0.1 ＋ 0.16 × 0.1 × 0.84 × 0.1 ＝ 
0.002688 
   Z=2 0.84 × 0.1 × 0.84 × 0.1 ＝ 0.007056 
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正解・解答例 
 

教科・科目名 総合（前期日程試験：２０２３年度） 4／6 問題番号 S１ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
情報学部（行動情報学科） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 
配点 25％ 50 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「あり，なし」 
   Z=0 0.16 × 0.1 × 0.905 × 0.9 ＝ 0.1448 × 0.09 ＝ 0.013032 
   Z=1 0.84 × 0.1 × 0.905 × 0.9 ＋ 0.16 × 0.1 × 0.095 × 0.9 
      ＝ 0.7602 × 0.09 ＋ 0.0152 × 0.09 
      ＝ 0.068418 ＋ 0.001368 
      ＝ 0.069786 
   Z=2 0.84 × 0.1 × 0.095 × 0.9 ＝ 0.0798 × 0.09 ＝ 0.007182 
 「なし，あり」 
   Z=0 0.905 × 0.9 × 0.16 × 0.1 ＝ 0.1448 × 0.09 ＝ 0.013032 
   Z=1 0.095 × 0.9 × 0.16 × 0.1 ＋ 0.905 × 0.9 × 0.84 × 0.1 
      ＝ 0.0152 × 0.09 ＋ 0.7602 × 0.09 
      ＝ 0.001368 ＋ 0.068418 
      ＝ 0.069786 
   Z=2 0.095 × 0.9 × 0.84 × 0.1 ＝ 0.0798 × 0.09 ＝ 0.007182 
 「なし，なし」 
   Z=0  0.905 ×  0.9 ×  0.905 ×  0.9 ＝  0.819025 ×  0.81 ＝ 
0.66341025 
   Z=1 0.095 × 0.9 × 0.905 × 0.9 ＋ 0.905 × 0.9 × 0.095 × 0.9 
      ＝ 0.085975 × 0.81 ＋ 0.085975 × 0.81 
      ＝ 0.06963975 ＋ 0.06963975 
      ＝ 0.1392795 
   Z=2  0.095 ×  0.9 ×  0.095 ×  0.9 ＝  0.009025 ×  0.81 ＝ 
0.00731025 
 それぞれをすべて足すと， 
  Z=0  0.000256 ＋  0.013032 ＋  0.013032 ＋  0.66341025 ＝ 
0.68973025 
  Z=1 0.002688 ＋ 0.069786 ＋ 0.069786 ＋ 0.1392795 ＝ 0.2815395 
  Z=2  0.007056 ＋  0.007182 ＋  0.007182 ＋  0.00731025 ＝ 
0.02873025 
 従って，表にすると， 

0 回 1 回 2 回 
0.690 0.282 0.029 

小数点第五位を四捨五入しているため，足して 1 にならない。 
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正解・解答例 
教科・科目名 総合（前期日程試験：２０２３年度） 5／6 問題番号 S１ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
情報学部（行動情報学科） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
配点 50％ 100 点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
問 1-(1) 
a. ○ 

b. × 

c. ○ 

d. ○ 

e. × 

f. ○ 

 
問 1-(2) 
① ２歳から５歳 
② 定型発達児 
③ ２歳から５歳 
④ 自閉症児 
（②と④の回答は入れ替え可能） 
 
問 2-1 定型発達児 
模倣スコアの最小値は 12 点付近に確認できる。最大値はテストの上限である 20
点であり，この得点に多くのデータが集中している。最頻値は少なくとも 18 点

以上と見られる。分散は大きくない。4 歳以上の年齢において模倣スコアが 15
点を下回った事例は存在せず，2 歳の時点でテストの上限に届いた事例も存在し

ないことから，年齢と模倣スコアに正の相関関係が観察される。 
 
問 2-1 自閉症児 
模倣スコアの最小値は 0 点であり，最大値はテストの上限である 20 点である。

得点は幅広く分布しており，大きな分散が観察される。全年齢を通した代表値を

目視することは困難である。3 歳以下の低年齢児では 5 点付近に得点が集中し，

3 歳から 4 歳の範囲ではより高得点に分布している。4 歳以上の年齢の範囲では

10 点以下のデータがまばらである。これらより，年齢と模倣スコアに正の相関

を確認することができる。 
 
問 2-(2) 
クラスタ 1：○ 
クラスタ 2：■と＋ 
クラスタ 2-1：＋ 
クラスタ 2-2：■ 
 
問 3-(1) 
模倣スコアは，自閉スペクトラム症の症状の重さと大きい負の相関があり，認知

機能検査，受動言語能力，表出言語能力と大きい正の相関がある。 
 
問 3-(2) 
模倣スコアは，将来の受動言語能力，表出言語能力と中程度の正の相関がある。 
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正解・解答例 
教科・科目名 総合（前期日程試験：２０２３年度） 6／6 問題番号 S１ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
情報学部（行動情報学科） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
配点 50% 100 点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 4 

問 1 から問 3 までの回答をまとめつつ回答が記述されていればよい。 

［回答例］ 

言語と模倣の関連が示された。そのため，模倣を伸ばすことで自閉スペクトラム

症の特徴を有する個人が包摂される社会を導くことができる。 

［回答例］ 

自閉スペクトラム症の症状によりその後の模倣スコアの発達は予測できず，模

倣スコアの発達により，言語の発達が予測される。そのため，自閉スペクトラム

症の社会参加を準備するためには，早期の模倣スコアの測定が必要である。その

測定結果を参照しつつ，介入を続けることで，自閉スペクトラム症を有する人が

社会参加するための足がかりができ，多様性が包摂された社会が導かれる。 
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（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 総合（前期日程試験：令和５年度） 問題番号 S1 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
 情報学部（行動情報学科） 

出題のねらい 

 
１  
「数学I」の「データの分析」，「数学B」の「確率分布と統計的な推測」の基本的
内容に基づき，与えられたデータから基本的な情報を正しく計算し解釈する能力
をみる． 

 
 
２  
「数学B」の「確率分布と統計的な推測」の基礎的な内容についての計算能力と
与えられた条件を正しく把握する能力をみる． 

 
 
３  

行動情報学の関連研究領域を具体例として，その内容を理解し，グラフを正
しく読み取るとともに，それを表現する能力をみる． 

 
 

採 点 基 準 

 

 
１ 配点25％（50点） 
 
 
 
２ 配点25％（50点） 
 
 
 
３ 配点50％（100点） 
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